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一
、〝
再
発
見
〟
さ
れ
た
藪
明
山

一
八
六
七
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
へ
の
薩
摩
藩
に
よ
る
出
品
を
契
機

に
、「
薩
摩
錦
手
」
が
高
い
評
価
を
得
、
以
後
、
磁
器
で
あ
る
「IM

A
RI

」
に
な
ら
ぶ

も
の
と
し
て
、
絢
爛
な
色
絵
陶
器
「SA

T
SU

M
A

」
が
世
界
的
に
認
識
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
世
界
の
「SA

T
SU

M
A

」
人
気
を
背
景
と
し
て
、
鹿
児
島
で
焼
成
さ
れ
る
本

薩
摩
以
外
に
も
全
国
の
窯
業
地
や
港
湾
に
近
接
す
る
地
域
を
中
心
に
全
国
で
薩
摩
焼
を

模
し
た
薩
摩
焼
風
陶
器
が
焼
成
、
欧
米
向
け
に
輸
出
さ
れ（
１
）、
鹿
児
島
産
の
本
薩
摩（
２
）

と
同
様
に
「SA

T
SU

M
A

」
様
式
の
陶
器
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
、
愛
好
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
近
年
で
は
そ
の
分
類
が
進
み
、
鹿
児
島
産
の
本
薩
摩
の
ほ
か
に
、
古
く
か

ら
色
絵
陶
磁
の
生
産
が
盛
ん
な
京
都
で
焼
か
れ
た
京
薩
摩
、
東
京
で
絵
付
が
行
わ
れ
た

東
京
薩
摩
、
横
浜
の
横
浜
薩
摩
、
神
戸
の
神
戸
薩
摩
、
石
川
県
加
賀
の
加
賀
薩
摩
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
東
京
、
横
浜
、
神
戸
な
ど
、
外
国
に
開
か
れ
た
港
の
近
く
で

輸
出
対
象
商
品
を
製
作
す
る
こ
と
は
、
海
外
へ
の
輸
出
に
際
し
て
即
時
性
に
優
れ
る
と

と
も
に
、
運
送
費
等
の
経
費
を
よ
り
安
価
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
も
一
層

の
流
行
を
み
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
倣
い
、
大
阪
の
藪
明
山
工
房
で
製

作
さ
れ
た
薩
摩
焼
風
陶
器
は
「
大
阪
薩
摩
」
と
呼
ば
れ
て
い
る（
３
）。

明
山
工
房
は
、
創
業
者
で
あ
る
藪
明
山
こ
と
政
七
（《
写
真
１
》、
一
八
五
三
～

一
九
三
四
）（４
）か
ら
二
代
の
恒
夫
（《
写
真
２
》、
一
八
六
八
～
一
九
四
〇
）
へ
と
事

業
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
大
正
年
間
ま
で
は
工
房
で
の
製
作

を
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
は
完
成
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。
し
か
し
、

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）五
月
二
日
に
政
七
が
没
し
、続
い
て
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）

「
陶
画
工
」
藪
明
山
と
そ
の
作
品
製
作 

―
銅
版
を
活
用
し
た
下
絵
転
写
技
法
に
関
す
る
一
試
論
―

中
野

朋
子

要
旨

大
阪
で
薩
摩
焼
の
上
絵
付
工
房
を
運
営
し
た
「
陶
画
工
」
藪
明
山
の
作
品
製
作
工
程
の
う
ち
、
下
絵
の
転
写
技
法
に
関
し
て
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵

の
明
山
作
品
、
同
工
房
に
残
さ
れ
た
下
絵
が
転
写
さ
れ
た
素
地
と
下
絵
転
写
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
銅
版
」、
そ
し
て
新
出
の
藪
家
文
書
な
ど
の
史

資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
導
き
出
し
た
試
論
を
提
示
し
た
。
ま
た
新
た
に
藪
明
山
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
「
若
林
長
英
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
。



（20）

「陶画工」藪明山とその作品製作 ―銅版を活用した下絵転写技法に関する一試論―

二
月
十
九
日
に
恒
夫
が
没
し
た
こ
と
で
藪
明
山
工
房
は
終
焉
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
太

平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
の
空
襲
に
よ
っ
て
工
房
兼
住
居

は
焼
か
れ
、
工
房
か
ら
持
出
可
能
で
あ
っ
た
一
部
の
品
は
疎
開
先
へ
移
動
さ
せ
た
も
の

の
帳
簿
類
な
ど
は
焼
失
し
た
、
と
い
う（
６
）。
こ
う
し
た
事
情
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
大

阪
に
お
い
て
は
地
域
の
名
士
と
し
て
知
ら
れ
た
藪
政
七
も
、
そ
の
薩
摩
焼
上
絵
付
工
房

で
あ
る
「
藪
明
山
」
ブ
ラ
ン
ド
の
存
在
も
、
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
忘
却

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た（
７
）。

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
大
阪
歴
史
博
物
館
の
前
身
に
あ
た
る
大
阪
市
立
博
物
館

で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
、
現
在
は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
を
務
め
る
山
崎
剛
氏
に

よ
っ
て
、藪
明
山
は〝
再
発
見
〟さ
れ
た（
８
）。
山
崎
氏
が
企
画
し
、平
成
四
年（
一
九
九
二
）

三
月
七
日
か
ら
四
月
十
五
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
工
芸
家
た
ち
の
明
治
維

新
」
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
展
覧
会
は
、
明
治
維
新
を
契
機
と
し
た

政
治
上
の
変
革
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
「
手
技
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
生
業
と
す

る
工
人
」
に
焦
点
を
あ
て
た
内
容
で
、
山
崎
氏
は
「
明
治
の
人
々
の
意
識
が
近
代
の
形

成
に
向
か
っ
て
揺
れ
動
く
心
の
ひ
だ
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
展
示
し
た
「
工
芸
」
個
々
の
自
己
主
張
の
賜
物
」

で
あ
っ
た
と
懐
述
し
て
い
る（
９
）が
、
こ
の
「
工
芸
家
た
ち
の
明
治
維
新
」
展
の
開
催

を
間
近
に
控
え
た
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
の
秋
、
藪
明
山
の
縁
戚
に
あ
た
る
Ｋ
氏
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
っ
て
「
藪
明
山
」
が
見
出
さ
れ
、
さ
ら
に
は
藪
明
山
の
曾
孫
と

の
引
き
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
藪
明
山
作
品
な
ら
び

に
関
係
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
《
写
真
３
》（

10
）。

現
在
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
所
蔵
、
管
理
し
て
い
る
明
山
作
品
な
ら
び
に
関
係
資
料

は
、
次
の
四
系
統
に
大
別
さ
れ
得
る
。

（
一
）
販
売
在
庫
品
に
あ
た
る
一
群

（
二
）
明
山
が
自
ら
手
許
に
残
し
た
記
念
碑
的
作
品

（
三
）
明
山
工
房
に
お
け
る
作
品
製
作
等
に
関
わ
る
資
料
群

（
四
）
明
山
が
販
売
引
受
人
と
し
て
博
覧
会
へ
出
品
し
た
可
能
性
が
高
い
資
料
群

大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
は
、
明
山
作
品
な
ら
び
に
関
係
資
料
の
調
査
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
藪
明
山
な
ら
び
に
同
工
房
に
関
す
る
研
究
や
展
示
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
い
ま
だ
未
解
明
な
部
分
も
多
い
。
例
え
ば
、

（
ａ
）
工
房
開
設
の
契
機
と
資
金
調
達
の
方
法

（
ｂ
）
工
房
へ
の
職
人
の
雇
用

（
ｃ
）
作
品
製
作
工
程
の
う
ち
、
下
絵
の
転
写
方
法

な
ど
が
お
も
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）

に
つ
い
て
は
、
断
片
的
に
確
認
で
き
た
藪
明
山
工
房
関
係
文
書
（
以
下
、「
藪
家
文
書
」

と
す
る
）
に
複
数
の
記
録
が
散
見
さ
れ
、
創
業
当
時
と
考
え
ら
れ
る
文
書
や
大
正
時
代

の
販
売
記
録
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
断
片
的
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る（

11
）。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
本
稿
で
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「（
三
）

明
山
工
房
に
お
け
る
作
品
製
作
等
に
関
わ
る
資
料
群
」
の
な
か
か
ら
お
も
に
下
絵
が
転

写
さ
れ
た
素
地
と
下
絵
の
転
写
に
用
い
ら
れ
た
銅
版
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
明
山
工
房

の
作
品
製
作
工
程
の
う
ち
、
銅
版
を
用
い
た
下
絵
の
転
写
方
法
、
に
関
し
て
の
考
察
を

行
っ
て
い
く
。
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図
案
転
写
済
素
地
の
観
察
か
ら
見
え
た
銅
版
に
よ
る‌

下
絵
転
写
の
技
法

第
二
章
で
は
、「
下
絵
付
胴
張
型
素
地
」（
資
料
Ａ
と
す
る
、
藪
家
伝
来
、
大
阪
歴
史

博
物
館
蔵
、《
写
真
４
》）、「
下
絵
付
素
地
」（
資
料
Ｂ
と
す
る
、
藪
家
伝
来
、
大
阪
歴

史
博
物
館
蔵
、《
写
真
５
》）
と
「
下
絵
付
胴
張
型
素
地
」（
資
料
Ｃ
と
す
る
、
大
阪
歴

史
博
物
館
蔵
、《
写
真
６
》）
の
三
点
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

資
料
Ａ
「
下
絵
付
胴
張
型
素
地
」
と
資
料
Ｂ
「
下
絵
付
素
地
」
は
と
も
に
藪
家
に
伝

来
し
た
素
地
で
、
平
成
十
年
度
（
一
九
九
八
年
度
）
年
に
他
の
明
山
工
房
関
係
資
料
と

と
も
に
大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
資
料
Ｃ
「
下
絵
付
胴
張
型
素
地
」
は
鹿
児
島
の
美
術

商
に
よ
っ
て
東
京
の
美
術
市
場
で
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
十
三
年
度
（
二
〇
〇
一

年
度
）
に
大
阪
市
へ
と
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
共
通
事
項
と
し
て

は
、
素
地
の
表
面
に
黒
色
で
文
様
が
「
印
刷
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
」
薩
摩
焼
の
素
地

で
あ
る
、
と
い
う
点
だ
。
こ
の
素
地
の
表
面
に
「
印
刷
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
」
描
線

に
つ
い
て
は
、
明
山
工
房
で
製
作
さ
れ
る
上
絵
付
の
目
当
て
線
と
す
る
た
め
に
転
写
さ

れ
た
も
の
で
、
転
写
に
は
銅
版
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
同
工
房
に
残
さ
れ
た
資
料
群
か

ら
確
認
で
き
る（

12
）。

再
確
認
と
な
る
が
、
大
阪
薩
摩
の
絵
付
専
門
工
房
で
あ
っ
た
藪
明
山
工
房
で
は
素
地

の
焼
成
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
鹿
児
島
あ
る
い
は
京
都
の
窯
元
か
ら
素
地
を
取
り
寄
せ
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

13
）。
明
治
十
年
代
後
半
に
は
鹿
児
島
の
沈
壽
官
窯
か
ら
の
素

地
取
り
寄
せ
が
確
認
で
き
、
工
房
の
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
ろ
に
は
、
お
も
に
鹿
児

島
産
の
素
地
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う（

14
）。

さ
て
、
明
山
工
房
で
下
絵
の
転
写
に
用
い
ら
れ
た
銅
版
は
図
様
管
理
の
管
理
に
活
用

さ
れ
、「
藪
明
山
」
銘
を
持
つ
作
品
の
品
質
の
保
持
の
上
で
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
銅
版
の
う
ち
の
一
枚
を
用
い
て
印
刷
し
た
と
判
断

で
き
る
印
刷
紙
《
写
真
７
》
と
そ
の
図
様
が
転
写
さ
れ
た
素
地
の
存
在
か
ら
、
山
崎
氏

は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
の
段
階
で
、
銅
版
の
図
案
を
薄
紙
に
印
刷
し
た
の
ち
必
要

部
分
を
切
り
取
り
、
素
地
の
表
面
に
当
て
て
図
案
を
圧
着
し
て
印
刷
紙
か
ら
素
地
表
面

に
イ
ン
ク
を
転
写
し
て
上
絵
付
の
目
安
と
し
た
、と
の
試
論
（
以
下
、「
印
刷
紙
圧
着
法
」

と
呼
ん
で
お
く
）
を
提
唱
し
て
お
り
、
私
も
こ
の
説
を
採
っ
て
き
た（

15
）。

し
か
し
、
幾
許
か
の
新
出
史
資
料
を
得
た
こ
と
や
新
た
に
器
胎
表
面
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
観
察
と
撮
影
を
試
み
た
結
果
、
明
山
工
房
に

お
け
る
銅
版
の
使
用
方
法
等
に
関
し
て
再
考
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
拙
稿
を
改
め
新
た

な
試
論
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
「
下
絵
付
素
地
」
三
点

の
観
察
に
よ
っ
て
素
地
に
黒
イ
ン
ク
を
圧
着
し
た
印
刷
紙
圧
着
法
だ
け
で
は
説
明
の
出

来
な
い
、釉
薬
の
変
質
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。三
十
五
頁
に
掲
載
の
拡
大
写
真（《
写

真
８
》《
写
真
９
》）
の
う
ち
《
写
真
８
》
は
素
地
の
表
面
に
付
着
し
た
黒
色
の
イ
ン
ク

線
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
射
か
ら
素
地
表
面
の
釉
薬
が
溶
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
《
写
真
９
》
は
、
図
様
転
写
の
不
鮮
明
な
部
分
を
観
察

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
ク
の
黒
色
が
残
っ
て
い
な
い
部
分
に
も
、
素
地
表
面
の
釉

薬
が
溶
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
様
の
輪
郭
線
が
浮
き
出
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
は
図
様
が
単
に
印
刷
紙
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
み
で

転
写
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
図

様
は
ど
の
よ
う
に
し
て
転
写
さ
れ
た
の
か
。

筆
者
に
は
こ
こ
で
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
技
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
印
版

手
と
よ
ば
れ
る
陶
磁
器
へ
の
「
銅
版
転
写
技
法
」
で
あ
る
。
銅
版
転
写
技
法
は
、
主
と

し
て
明
治
期
以
降
に
流
行
を
見
た
磁
器
へ
の
文
様
転
写
技
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ（
16
）、
印
版
手
の
作
品
は
蒐
集
家
や
愛
好
者
も
多
い
。
銅
版
転
写
技
法
は
、
陶
磁
器
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の
絵
付
に
用
い
る
絵
具
で
転
写
紙
に
銅
版
印
刷
し
、
転
写
紙
に
刷
ら
れ
た
図
様
を
器
面

に
再
転
写
し
て
焼
成
す
る
転
写
絵
付
技
法
の
一
種
で
あ
り
、
そ
の
工
程
は
お
も
に
、
銅

版
の
作
成
（
銅
版
彫
刻
）、
転
写
紙
の
印
刷
、
素
地
へ
の
転
写
、
の
三
工
程
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
一
般
的
な
銅
版
転
写
法
は
、
銅
板
に
エ
ッ
チ
ン
グ
の
手
法
に
よ
っ
て
図
案

を
起
こ
し
、
転
写
紙
に
陶
磁
器
用
絵
具
等
を
使
用
し
て
印
刷
、
図
案
の
素
地
へ
の
転
写

は
印
刷
面
を
素
焼
き
の
素
地
に
あ
て
て
、
紙
の
裏
面
か
ら
湿
気
を
与
え
て
軽
く
こ
す
っ

た
上
で
、
紙
を
は
が
し
て
絵
具
の
み
を
素
地
側
に
付
着
さ
せ
る
、
と
い
う
工
程
に
な

る（
17
）。

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
明
山
工
房
に
お
け
る
銅
版
を
活
用
し
た
下
絵
の

転
写
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
一
般
的
な
銅
版
転
写
法
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
点
が
あ
る

こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
転
写
先
の
素
地
は
素●

焼●
き●
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
透
明
な
釉
薬

が
か
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
釉
薬
が
か
け
ら
れ
た
状
態
の
素
地
の
表

面
に
転
写
紙
か
ら
陶
磁
器
用
絵
具
を
安
定
的
に
付
着
さ
せ
る
こ
と
は
通
常
の
方
法
で
は

難
し
い
。
素
地
に
陶
器
用
絵
具
を
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
は
実
質
的
に
出
来
な
い
た
め
、

少
し
の
摩
擦
で
も
印
刷
紙
か
ら
転
写
し
た
下
絵
が
乱
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
明
山
工
房
独
自
の
工
夫
が
潜
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

話
題
を
印
版
手
に
戻
そ
う
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
は
二
組
三
名
の
蒐
集
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
二
、二
四
八
点
の
印
判
手
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る（

18
）。
筆
者
は
そ
の
整
理

と
展
示
を
行
っ
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、「
大
阪
絵
付
（
画
付
）」
な
ら
び
に
「
村

上
昇
進
堂
」
に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
た（

19
）こ
と
に
よ
っ
て
、
藪
明
山
の
銅
版
利

用
法
に
つ
い
て
の
新
た
な
着
眼
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
大
阪
絵
付
（
画
付
）」
に
つ
い
て
は
『
陶
業
時
報
』
第
三
八
七
号
（
昭
和
十
三
年
五

月
十
五
日
号
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
組

織
さ
れ
た
大
阪
の
陶
器
画
付
工
業
者
仲
間
が
同
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
に
粗
悪

品
の
製
造
排
除
、
加
入
者
の
鑑
札
所
持
な
ど
十
四
箇
条
の
取
り
決
め
を
行
っ
た
こ
と
を

報
告
し
て
お
り
、
当
時
の
仲
間
加
入
者
と
し
て
一
二
〇
名
を
超
え
る
加
入
者
の
一
覧
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
一
覧
に
は
「
北
区
中
之
島
二
丁
目

藪 

政
七
」
の
名
も
確
認
で

き
る
。
じ
つ
は
藪
明
山
工
房
関
係
資
料
の
な
か
に
「
陶
器
工
業｢

陶
器
取
締｣

木
札
」

が
含
ま
れ
て
お
り
《
写
真
10
》、
明
山
は
陶
器
画
付
工
業
者
仲
間
と
し
て
活
動
し
て
い

た
ら
し
い
こ
と
が
実
際
に
確
認
が
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
注
目
点
で
も
あ
る
。

「
村
上
昇
進
堂
」
に
つ
い
て
は
、『
陶
業
時
報
』
第
三
八
七
号
（
昭
和
十
三
年
五
月

十
五
日
号
）
で
「
本
銅
版
と
髙
木
文
五
郎
氏
」
と
し
て
記
事
掲
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

記
事
中
、
村
上
は
「
明
治
十
六
年
京
都
の
銅
版
師
村
上
吉
次
郎
（
昇
進
堂
）
陶
磁
器
に

施
す
べ
き
新●

式●

銅●

版●

を
発
明
せ
り
と
て
氏
に
会
合
す
氏
こ
れ
を
試
験
な
す
に
極
め
て
不

全
に
し
て
其
要
に
適
せ
ず
こ
ゝ
に
於
て
氏
は
村
上
と
共
に
百
方
企
画
を
週
ら
し
苦
心
焦

慮
遂
に
完
全
な
る
も
の
を
製
出
す
る
に
至
る
こ
れ
即
ち
本
銅
版
と
称
し
て
普
く
業
界
に

流
用
す
る
所
の
者
に
し
て
本
邦
に
於
け
る
陶
磁
器
に
対
し
て
本
銅
版
を
以
て
絵
附
な
す

の
嚆
矢
と
す
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
と
あ
り
、
ま
た
「
村
上
吉
次
郎
昇
進
堂
は
先

年
大
阪
府
よ
り
表
彰
さ
れ
た
り
」
と
も
さ
れ
て
い
る（

20
）。

ま
た
『
陶
業
時
報
』
第
三
九
三
号
（
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
五
日
号
）
の
「
銅
版
絵

附
に
就
て

某
陶
業
家
談
」
に
も
村
上
は
登
場
し
て
い
る
。
銅
版
絵
付
の
創
始
に
つ
い

て
の
説
を
紹
介
し
た
後
、
大
阪
に
お
け
る
銅
版
か
ら
陶
器
へ
の
転
写
技
術
に
関
す
る
記

載
が
続
く
。
そ
の
な
か
に
明
治
十
四
年
頃
の
話
と
し
て
、
京
都
の
銅
版
師
村
上
吉
次
郎

（
昇
進
堂
）
が
「
陶
器
に
銅
版
を
附
着
す
る
事
を
研
究
し
て
種
々
苦
心
を
し
た
」
の
で

あ
る
が
、
斯
業
家
で
は
な
い
た
め
、
大
阪
の
辻
惣
支
店
の
高
木
文
五
郎
（
当
時
の
支
配

人
）
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
高
木
の
工
夫
で
「
艶
黒
を
以
て
銅
版
に
塗
布
し
こ
れ
を
器

物
に
写
し
て
模
形
を
存
せ
し
め
其
上
に
種
々
の
彩
色
を
施
し
一
見
書
き
絵
と
見
誤
ら
し

む
る
如
き
も
の
を
製
造
し
た
」
の
だ
と
い
い
「
其
頃
世
間
で
は
銅
版
と
は
思
は
な
か
っ
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た
只
書
絵
に
し
て
は
図
画
の
位
置
が
一
様
で
あ
る
か
ら
何
か
の
模
型
に
よ
っ
て
画
い
た

者
で
あ
ら
う
位
に
と
ゞ
ま
っ
て
一
時
は
盛
ん
に
供
給
し
た
者
だ
そ
う
だ
が
今
は
此
法
も

あ
ま
り
用
ひ
ぬ
様
に
」
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
京
都
の
銅
版
師
・
村
上
昇
進

堂
は
大
阪
辻
惣
支
店
の
高
木
文
五
郎
に
相
談
の
上
、
艶
黒
を
イ
ン
ク
に
使
っ
て
銅
版
印

刷
を
行
い
、
こ
れ
を
器
物
に
写
し
て
そ
の
上
に
彩
色
を
施
し
て
一
見
し
て
手
描
き
の
上

絵
と
見
誤
る
よ
う
な
も
の
を
製
作
し
た
。
こ
の
技
法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
品
を
世
間

で
は
銅
版
転
写
に
よ
る
製
作
品
と
は
思
わ
ず
、
一
時
は
盛
ん
に
製
作
さ
れ
た
が
、
い
ま

（
昭
和
十
三
年
）
は
あ
ま
り
製
作
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
だ
。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
村
上
昇
進
堂
開
発
の
転
写
技
法
は
一
体
ど
の
よ
う
な
技
法
な
の
か
。

銅
版
転
写
技
法
の
一
種
か
あ
る
い
は
全
く
別
の
技
法
な
の
か
。
そ
の
詳
細
を
知
る
た
め

に
は
村
上
昇
進
堂
の
作
品
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
じ
つ
は
こ
れ
ら
の
記
事
に
行
き

当
た
っ
て
ま
も
な
く
、
縁
あ
っ
て
橋
本
忠
之
氏
蒐
集
の
印
版
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
阪

歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
村
上
昇
進
堂
製
と
考
え
ら
れ
る

作
品
が
十
二
点
含
ま
れ
て
お
り
、村
上
昇
進
堂
の「
本
銅
版
」と
考
え
ら
れ
る
作
品（《
写

真
11
》）
を
実
見
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

当
該
作
品
に
は
い
ず
れ
も
近
畿
圏
の
名
所
が
絵
付
さ
れ
お
り
、見
込
み
の
図
中
に「
村

上
造
」
と
銘
が
付
さ
れ
て
い
る
（《
写
真
12
》）（21
）。
こ
れ
ら
の
村
上
造
作
品
を
詳
細

に
観
察
す
る
と
、
図
様
を
表
出
す
る
黒
色
の
描
線
は
釉
薬
を
か
け
た
素
地
の
上
に
描
出

さ
れ
て
い
る
（《
写
真
13
》）
こ
と
が
確
認
で
き
る
点
は
『
陶
業
時
報
』
の
記
事
の
指
摘

す
る
と
お
り
で
あ
る
。
図
様
の
描
出
は
基
本
的
に
艶
の
あ
る
黒
線
に
よ
る
も
の
で
、
こ

れ
が
「
艶
黒
」
に
よ
る
転
写
と
す
る
こ
と
、
ま
た
陰
影
表
現
は
銅
版
印
刷
の
そ
れ
に
近

似
す
る
こ
と
か
ら
銅
版
印
刷
の
技
法
を
直
接
的
に
応
用
し
た
も
の
と
考
え
て
支
障
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
大
阪
に
お
け
る
銅
版
印
刷
の
陶
器
絵
付
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
先
に
紹
介

し
た
陶
器
画
付
工
業
者
仲
間
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
明
山
の
下
絵
転
写
技
法
に

対
し
て
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
村
上
昇
進
堂
の
銅
版
転
写
技

法
と
併
せ
て
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
と
す
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
は
じ

め
の
疑
問
で
あ
る
明
山
工
房
の
下
絵
の
転
写
は
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
印
刷

紙
圧
着
法
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
下
絵
付
素
地
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
る
解
答
は
否
で
あ
る
。
筆
者
が
観
察
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
試
論
を
ま

と
め
て
お
く
。

（
一
）‌�

下
絵
の
転
写
は
単
な
る
印
刷
紙
圧
着
法
で
は
な
い
。
下
絵
転
写
済
素
地
の
観
察

か
ら
は
、素
地
表
面
の
釉
薬
が
軽
く
溶
解
す
る
程
度
の
ご
く
低
温
で
焼
成
を
行
っ

て
い
る
可
能
性
が
導
き
出
せ
る
。
転
写
紙
を
素
地
の
表
面
に
貼
り
付
け
、
低
温

の
窯
に
入
れ
て
そ
の
ま
ま
焼
く
こ
と
で
、
ご
く
細
密
な
描
線
を
素
地
表
面
に
確

実
に
転
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）‌�（
一
）
の
技
法
開
発
の
背
景
に
は
、
京
都
の
銅
版
師
・
村
上
昇
進
堂
の
村
上
吉
次

郎
と
大
阪
辻
惣
支
店
の
高
木
文
五
郎
に
よ
る
銅
版
絵
付
の
技
術
革
新
が
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
て
は
い
な
い
か
。

（
三
）‌�

下
絵
転
写
済
素
地
の
観
察
か
ら
は
、
透
明
釉
の
貫
入
へ
の
影
響
ま
で
は
確
認
で

き
な
い
。
下
絵
転
写
の
際
の
焼
成
温
度
は
素
地
の
本
焼
よ
り
も
低
温
で
、
且
つ
、

黒
イ
ン
ク
が
付
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
素
地
の
釉
薬
が
若
干
溶
解
す
る
程
度
の

温
度
帯
で
焼
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
上
絵
付
に
か
か
る
焼
成
温
度

（
七
二
〇
～
八
〇
〇
℃
）
も
参
考
に
し
て
実
証
実
験
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

以
上
は
作
品
お
よ
び
史
資
料
か
ら
得
た
知
見
を
も
と
に
ま
と
め
た
試
論
の
段
階
で
あ

り
、
今
後
、
外
部
機
関
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
実
証
実
験
等
を
実
施
し
て
検
証
を
進
め
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て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
明
山
工
房
の
銅
版
に
よ
る
絵
付
に
つ
い
て
は
、
松
原
史
氏
が
「
藪
明
山
の
銅

版
絵
付
け
」（

22
）に
お
い
て
、
藪
明
山
作
品
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
撮
影
に

よ
る
作
品
分
析
の
結
果
か
ら
、
人
物
図
の
頭
部
に
「
粘
着
質
な
イ
ン
ク
で
判
を
押
し
た

よ
う
な
独
特
の
風
合
い
が
見
ら
れ
る
」
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
素
地
へ
の
下

絵
転
写
工
程
と
は
別
に
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
り
、
村
上
と
髙
木
が
開
発
し
た
銅
版
絵

付
技
法
に
近
い
他
の
技
法
も
開
発
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
他

作
品
で
も
同
様
の
「
粘
着
質
な
イ
ン
ク
で
判
を
押
し
た
よ
う
な
独
特
の
風
合
い
」
が
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
も
併
せ
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

続
い
て
第
三
章
で
は
、
明
山
工
房
で
使
用
さ
れ
た
銅
版
の
製
作
者
に
つ
い
て
の
考
察

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

三
、
藪
家
文
書
に
現
れ
た
「
若
林
長
英
」

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か
ら
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
か
け
て
、
藪
家
に

伝
来
し
た
作
品
な
ら
び
に
資
料
群
が
新
た
に
大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
群
に

は
、
明
山
作
品
の
ほ
か
に
藪
明
山
が
販
売
引
受
人
と
し
て
博
覧
会
へ
出
品
し
た
可
能
性

が
高
い
物
品
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
等
の
整
理
過
程
に
お
い
て
、
作
品
の

緩
衝
材
と
し
て
詰
め
ら
れ
た
「
反
古
紙
」
が
複
数
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
本
稿
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
藪
家
文
書
」
で
あ
り
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
明
山
工
房
に
関
わ
る

興
味
深
い
記
述
が
見
出
さ
れ
た
た
め
、
藪
家
文
書
の
整
理
と
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
整
理
が
終
了
し
た
文
書
は
四
十
通
余
り
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
明
山

工
房
の
収
支
に
関
わ
る
帳
簿
の
断
片
で
あ
る
。
文
書
の
大
半
に
は
年
号
の
記
載
が
な
い

た
め
記
録
時
期
が
明
確
に
判
明
し
な
い
も
の
が
多
い
も
の
の
、
記
述
内
容
、
記
述
方
法
、

人
名
、
文
字
等
の
要
素
か
ら
分
類
を
お
こ
な
う
と
、
概
ね
次
の
時
期
の
記
録
が
残
存
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

【
第
一
群
】
明
治
十
三
年
九
月
か
ら
の
帳
簿

【
第
二
群
】‌�

明
治
十
九
年
十
二
月
か
ら
二
十
年
十
一
月
ま
で
、�

 

二
十
年
十
二
月
か
ら
二
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
附
込
帳
簿

【
第
三
群
】
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の
記
載
が
確
認
さ
れ
る
販
売
帳
簿

【
第
四
群
】
時
期
が
全
く
把
握
で
き
な
い
文
書
類

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
断
片
的
な
記
録
で
あ
っ
た
と
し
て
も
藪
明
山
な
ら
び
に
明
山
工

房
の
運
営
に
関
わ
る
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
書
の
全
貌
は
稿
を

改
め
て
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
先
行
し
て
次
の
三
件
の
支
払
記
録
を
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
明
山
工
房
で
使
用
さ
れ
た
銅
版
の
製
作
者
に
つ
い
て
考
察
す

る（
23
）。

（
一
）《
写
真
14
》

証

一

七
十
九
銭

ば
登
や

右
正
ニ
受
取
申
候

十
二
月
三
十
日

若
林
長
英
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（
二
）《
写
真
15
》

記

一

金
十
円
也

ど
を
ば
ん

五
枚

右
正
ニ
受
取
申
上
候

（
三
）《
写
真
16
》

記

一

金
五
（
印
）
円
也

右
之
通
り
正
ニ
受
取
申
候

若
林
長
英

三
月
三
十
一
日

店 

友
七
（
印
）

（
印
：
大
村
）

こ
れ
ら
の
記
録
は
前
後
の
記
述
形
式
の
分
析
か
ら
い
ず
れ
も
【
第
二
群
】
の
明
治

十
九
年
か
ら
二
十
一
年
頃
ま
で
の
附
込
帳
簿
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

24
）。

本
稿
で
注
目
し
て
い
き
た
い
の
は
、（
一
）
と
（
三
）
に
記
さ
れ
た
「
若
林
長
英
」
と

い
う
人
物
に
つ
い
て
で
あ
る
。

じ
つ
は
「
若
林
長
英
」
は
、嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、大
阪
に
生
ま
れ
た
画
家
で
あ
り
、

銅
版
画
家
・
銅
版
彫
刻
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
部
分
も

多
く
、
島
屋
政
一
の
『
日
本
版
画
変
遷
史
』、
西
村
貞
『
日
本
銅
版
畫
志
』（

25
）に
僅
か

ば
か
り
の
伝
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
長
英
は
幼
名
を
篤
之
助
、
幼

少
の
頃
よ
り
絵
画
を
よ
く
し
、浮
世
絵
を
三
橋
春
蝶
に
、銅
版
術
を
玄
々
堂
（
松
田
緑
山
、

一
八
三
七
～
一
九
〇
三
）
よ
り
学
ん
だ
。
同
じ
く
銅
版
画
も
手
が
け
た
南
画
家
・
森
琴

石
（
響
泉
堂
、
一
八
四
三
～
一
九
二
一
）
と
も
親
し
く
交
わ
っ
た
と
い
う
。
春
水
門
人

の
渡
邊
清
太
郎
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
年
に
北
浜
の
富
豪
高
池
氏
が
印
刷
業
を
創
始
し
た

際
に
玄
々
堂
（
松
田
緑
山
）
よ
り
そ
の
銅
版
術
を
習
っ
た
と
い
い
、
芭
蕉
翁
終
焉
の
地

と
も
さ
れ
る
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
四
丁
目
に
住
し
て
「
花
屋
庵
」「
春
水
堂
」
の

号
を
用
い
て
活
動
し
た
の
ち
、
高
麗
橋
通
仲
橋
筋
に
転
宅
、
銅
版
彫
刻
に
従
事
し
、
明

治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
今
橋
三
丁
目
に
若
林
猶
龍
堂
印
刷
所
を
開
所
し
順
調
な
経

営
を
行
っ
た
も
の
の
他
人
の
借
金
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
平
野
町

二
丁
目
へ
移
り
若
林
印
刷
所
を
開
所
す
る
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
い
、
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
九
月
六
日
、
平
野
町
の
自
宅
に
歿
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
墓
碑

は
天
王
寺
区
の
清
水
寺
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

藪
明
山
は
何●

ら●

か●

の●

形●

で
銅
版
を
上
絵
付
の
下
絵
転
写
に
利
活
用
し
て
き
た
こ
と
は

疑
う
の
余
地
は
な
い
。
こ
れ
は
藪
明
山
工
房
に
伝
来
し
た
「
銅
版
」
と
「
下
絵
転
写
済

素
地
」
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銅
版
自
体
の
製
作
あ
る
い

は
銅
版
か
ら
転
写
紙
へ
の
印
刷
に
関
わ
っ
た
と
考
え
得
る
人
物
の
存
在
は
資
料
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
く
把
握
出
来
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
紹
介

す
る
こ
と
を
得
た
新
出
の
藪
家
文
書
に
よ
っ
て
、
銅
版
画
家
・
銅
版
彫
刻
家
と
し
て
活

動
し
た
若
林
長
英
と
藪
明
山
と
の
間
に
金
銭
的
な
取
引
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
は
非
常
に
重
要
な
発
見
で
あ
る
。
し
か
も
、
明
山
が
事
業
拡
張
を
背
景
に
中
之
島

か
ら
堂
島
中
二
丁
目
に
工
房
を
移
転
す
る
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）以
前
か
ら「
銅

版
」
を
用
い
た
薩
摩
焼
の
上
絵
付
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
点
で
も
意
義

深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
若
林
長
英
と
藪
明
山
と
を
繋
い
だ
存
在
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
現
存
す
る
下
絵
銅
版
の
う
ち
、
ど
れ
が
若
林
が
手
掛
け
た
も
の
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な
の
か
に
つ
い
て
も
未
だ
判
然
と
し
な
い（

26
）。

続
い
て
、
藪
明
山
作
品
の
製
作
に
使
用
さ
れ
た
の
ち
藪
家
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
き

た
明
山
工
房
の
上
絵
付
用
下
絵
用
銅
版
、
そ
し
て
転
写
紙
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い

く
こ
と
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
明
山
工
房
に
お
い
て
銅
版
を
利
活
用
す
る
下
絵
の
焼
付

転
写
は
何
故
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
得
る
可
能
性
を
ま
と
め
て
提

示
し
て
お
く
。

（
一
）‌�

明
山
工
房
は
、
大
阪
の
中
心
市
街
で
上
絵
付
か
ら
低
温
で
仕
上
げ
焼
成
の
み
を

行
う
、
い
わ
ば
二
次
加
工
の
み
を
お
こ
な
う
工
房
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鹿
児

島
や
京
都
な
ど
の
他
産
地
の
窯
元
か
ら
仕
入
れ
た
素
地（

27
）に
効
率
良
く
上
絵

付
を
施
し
、
積
極
的
に
売
却
し
て
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
製
産
体
制
の
構
築
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）‌�

明
山
工
房
で
の
製
産
は
、「
藪
明
山
ブ
ラ
ン
ド
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
完
成
度
が
高

く
か
つ
美
術
的
な
価
値
が
高
い
製
品
の
製
作
に
重
点
が
置
か
れ
た
た
め
、
そ
の

品
質
管
理
と
製
品
の
販
売
体
制
の
確
立
こ
と
こ
そ
が
工
房
主
で
あ
る
藪
明
山
の

最
も
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か（

28
）。

（
三
）‌�

明
山
工
房
の
主
力
製
品
で
あ
る
、
細
密
な
上
絵
付
を
持
つ
薩
摩
焼
の
製
作
に
は

相
応
の
作
業
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
画
工
の
掌
の
な
か
で
行
わ
れ
る
長

時
間
の
絵
付
作
業
に
あ
っ
て
も
絵
付
け
の
目
安
線
が
消
失
す
る
こ
と
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
、
下
絵
の
素
地
へ
の
転
写
に
工
夫
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
四
）‌�「
藪
明
山
ブ
ラ
ン
ド
」
の
製
作
は
明
山
の
工
房
内
で
の
み
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
京
都
・
粟
田
口
ほ
か
へ
の
「
外
注
」
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る（

29
）。
そ
う
し
た
外
注
に
際
し
て
の
下
絵
管
理
の
た
め
に
も
素
地
へ
の

確
実
な
下
絵
線
の
転
写
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
に
挙
げ
た
四
点
の
検
証
は
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
緻
密
、

細
密
な
上
絵
付
で
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
品
質
の
高
さ
を
誇
っ
た
明
山
工
房
で
は
、
上

絵
付
の
管
理
が
下
絵
段
階
か
ら
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
下
絵
転
写
に
用
い
ら
れ
た
銅
版
の
製
作
は
自
工
房
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
図
案
を
決
定
し
た
の
ち
銅
版
彫
刻
家
の
も
と
へ
発
注
、
銅
板
へ
の
加
工
が
行
わ

れ
る
、
と
い
う
工
程
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
図
案
の
彫
刻
は
、
お
も
に
エ
ッ
チ
ン
グ

（ething

）（30
）に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
彫
刻
後
の
銅
版
を
用
い
て
転
写
紙
へ
印
刷
、
銅
版

と
と
も
に
明
山
工
房
へ
納
品
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
銅
版
印
刷
を
応
用
し
た
陶
磁
器
製
作
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
銅

版
自
体
の
調
査
と
評
価
が
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
、
銅
版
画
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

元
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
館
長
の
熊
田
司
氏
に
調
査
協
力
を
仰
ぎ
、
明
山
工
房
の
下

絵
銅
版
の
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
熊
田
氏
よ
り
次
の
よ
う
な
指
摘
と
教
示
を

得
た（

31
）。

（
一
）‌�

銅
版
印
刷
（
凹
版
印
刷
）
の
隆
盛
期
は
、
明
治
十
二
年
頃
か
ら
十
年
代
い
っ
ぱ

い
（
一
八
七
九
～
一
八
八
六
）
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
代
以
降
は
急
速
に
石
版

印
刷
（
リ
ト
グ
ラ
フ
）
へ
と
移
行
し
た
。

（
二
）‌�

明
山
工
房
伝
来
の
転
写
紙
は
「
コ
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
よ
う
だ
。

製
作
・
使
用
の
時
期
を
特
定
で
き
る
コ
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
銅
版
は
現
存
数
が
稀

少
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る（

32
）。

（
三
）‌�
明
山
工
房
の
銅
版
は
図
案
の
種
類
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、

明
山
工
房
か
ら
の
発
注
は
若
林
長
英
の
銅
版
所
へ
の
み
行
わ
れ
て
い
た
と
捉
え

る
よ
り
も
、
当
時
大
阪
市
内
に
点
在
し
た
複
数
の
銅
版
所
へ
発
注
し
て
い
た
可
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能
性
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。
ま
た
、
今
後
詳
細
に
銅
版
自
体
の
細
密
写
真
を

撮
る
な
ど
し
て
す
べ
て
の
銅
版
の
製
作
技
法
等
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

（
四
）‌�

若
林
長
「
え
い
」
の
表
記
は
、
も
と
は
「
栄
」
で
、
の
ち
に
「
英
」
へ
と
変
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る（

33
）。 

熊
田
氏
の
教
示
お
よ
び
指
摘
は
今
後
の
藪
明
山
研
究
の
推
進
の
た
め
に
も
貴
重
な
助

言
で
あ
る
。
明
山
が
「
銅
版
転
写
技
法
」
の
応
用
に
着
目
し
た
契
機
や
、
明
山
が
銅
版

画
家
・
若
林
長
英
の
知
遇
を
得
た
理
由
や
時
期
な
ど
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、

細
密
、
精
緻
な
作
品
製
作
で
知
ら
れ
た
藪
明
山
工
房
の
上
絵
付
の
工
夫
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
。

四
、
今
後
の
課
題
と
展
望

二
〇
一
九
年
度
よ
りJSPS

科
学
研
究
費
（19K

00209

）
の
助
成
を
受
け
、
在
外
作

品
を
含
め
た
藪
明
山
作
品
の
調
査
研
究
を
進
め
る
機
会
を
得
た
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
海
外
は
言
う
に
及
ば
ず
国
内
各
地
に

所
蔵
さ
れ
る
作
品
の
調
査
に
も
支
障
を
来
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
改
め
て
大
阪
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
明
山
作
品
の
再
評
価
や
明
山
工
房
の
製

作
関
連
資
料
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
出
来
た
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
章
で
挙
げ
た
藪
明
山
な
ら
び
に
同
工
房
に
関
す
る
未
解
明
部
分
の

う
ち
、
お
も
に
銅
版
を
用
い
た
素
地
へ
の
下
絵
転
写
方
法
の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し
試

論
を
提
示
し
た
。
明
山
工
房
に
お
け
る
下
絵
の
銅
版
転
写
技
法
が
従
来
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
印
刷
紙
の
圧
着
に
よ
る
転
写
で
は
な
く
、
素
地
表
面
の
釉
薬
が
軽
く
溶
解
す
る

程
度
の
ご
く
低
温
で
焼
成
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
ま
た
こ
の
転

写
技
法
開
発
の
背
景
に
は
、
京
都
の
銅
版
師
・
村
上
昇
進
堂
の
村
上
吉
次
郎
と
大
阪
辻

惣
支
店
の
高
木
文
五
郎
に
よ
る
銅
版
絵
付
の
技
術
革
新
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
さ
ら
に
新
出
の
藪
明
山
工

房
関
係
文
書
に
記
載
さ
れ
た
「
若
林
長
英
」
の
名
を
き
っ
か
け
に
、
明
山
工
房
の
銅
版

製
作
に
関
し
て
考
察
す
る
契
機
と
し
た
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
今
回
試
論
と
し
て
提
示
し
た
下
絵
転
写
の
方
法

に
つ
い
て
実
証
実
験
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
明
山
工
房
で
使
用
し
て

い
た
銅
版
か
ら
転
写
用
の
印
刷
済
用
紙
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
転
写
紙
と
イ

ン
ク
の
精
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
若
林
長
英
と
藪
明
山
を
繋
い
だ
も
の
あ
る
い

は
人
物
に
つ
い
て
も
現
状
で
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。
同
様
に
工
房
開
設
の
契
機
と
資

金
調
達
の
方
法
や
工
房
へ
の
職
人
の
雇
用
に
関
わ
る
部
分
な
ど
、
初
期
の
明
山
工
房
の

運
営
状
況
の
解
明
の
た
め
に
も
新
出
の
藪
家
文
書
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
個
々
の
課
題
を
丁
寧
に
読
み
解
い
た
先
に
、
藪
明
山
に
よ
る
薩

摩
焼
上
絵
付
の
技
術
革
新
の
本
質
や
工
房
経
営
の
実
態
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
確
信
し

つ
つ
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

註（
１
）‌�

輸
出
陶
磁
と
し
て
の
薩
摩
焼
に
関
す
る
論
考
等
は
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
紙

幅
の
関
係
上
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
参
照
し
た
論
考
お
よ
び
刊
行
物
の
み
を
最
新
の
も
の

か
ら
順
に
列
挙
す
る
。

・‌�
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
薩
摩
焼
資
料
集

華
麗
な
る
薩
摩
焼
の

近
代
』、
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
黎
明
館
企
画
特
別
展
「
華
麗
な
る
薩
摩
焼
」
実

行
委
員
会
、
二
〇
一
九
年



（28）

「陶画工」藪明山とその作品製作 ―銅版を活用した下絵転写技法に関する一試論―

・‌�

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
華
麗
な
る
薩
摩
焼
―
万
国
博
覧
会
の
時

代
の
き
ら
め
き
―
』
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
黎
明
館
企
画
特
別
展
「
華
麗
な
る

薩
摩
焼
」
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
八
年
（
展
覧
会
名
：
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念

企
画
特
別
展
「
華
麗
な
る
薩
摩
焼
／
万
国
博
覧
会
の
時
代
の
き
ら
め
き
」）

・‌�

深
港
恭
子
「
三
の
丸
尚
蔵
館
の
薩
摩
焼
に
つ
い
て
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三

の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
第
二
十
三
号
所
収
、
二
〇
一
八
年
）

・‌�

深
港
恭
子
「
薩
摩
焼
に
お
け
る
錦
手
技
法
の
成
立
と
展
開
」（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
編
・
発
行『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』第
二
十
九
集
所
収
、二
〇
一
七
年
）

・‌�

深
港
恭
子
・
渡
辺
芳
郎「
幕
末
苗
代
川
に
お
け
る
磁
器
生
産
―『
御
内
用
方
萬
留

一
番
』

の
検
討
か
ら
―
」（
東
洋
陶
磁
学
会
『
東
洋
陶
磁V

O
L.45

：2015-2016

』、二
〇
一
六
年
）

・‌�

村
田
理
如
監
修
『
清
水
三
年
坂
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
』
清
水

三
年
坂
美
術
館
、
二
〇
一
五
年

・‌�

深
港
恭
子
「
輸
出
用
薩
摩
焼
に
み
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
日
本
」（
下
原
美
保
編
『
近

世
や
ま
と
絵
再
考
―
日
・
英
・
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
―
』
所
収
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
：

星
雲
社
、
二
〇
一
三
年
）

・‌�

大
阪
歴
史
博
物
館
編
・
発
行
『
明
山
薩
摩
の
美
―
万
国
博
覧
会
で
愛
さ
れ
た
近
代
大

阪
の
や
き
も
の
―
』（
大
阪
歴
史
博
物
館
館
蔵
資
料
集
１
、二
〇
〇
五
年
）

・‌�

山
崎 

剛｢

藪
明
山｣ （『
ナ
セ
ル･

Ｄ･

ハ
リ
リ･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
海
を
渡
っ
た
日
本
の

美
術
―
第
五
巻 

陶
芸
篇
下
』
所
収
、
同
朋
社
、
一
九
九
五
年
）

・‌�

山
崎 

剛｢

藪
明
山
の
生
涯｣ 

（『
近
代
博
覧
会
の
華 

藪
明
山
』
所
収
、
洲
本
市
淡
路
文

化
史
料
館
、
一
九
九
五
年
）

・‌�

大
阪
市
立
博
物
館
編
・
発
行
『
浪
華
人
物
誌 

近
代
大
阪
の
陶
画
工
藪
明
山
』、

一
九
九
四
年

・‌�

大
阪
市
立
博
物
館
編
・
発
行
『
工
芸
家
た
ち
の
明
治
維
新
』、
一
九
九
二
年

（
２
）‌�

参
考
の
た
め
に
、
鹿
児
島
に
お
け
る
白
薩
摩
焼
（
薩
摩
錦
手
）
の
典
型
的
な
制
作
工
程
を

示
し
て
お
く
。
明
山
工
房
の
ご
と
く
、
窯
業
地
で
は
な
い
た
め
他
産
地
か
ら
素
地
を
購
入

し
て
薩
摩
焼
風
の
上
絵
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
上
絵
付
専
門
工
房
で
は
、
⑼
上
絵
付
と
⑽

仕
上
げ
の
工
程
の
み
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴
坏
土
づ
く
り
：
数
種
類
の
陶
土
を
練
っ
て
調
合
す
る
。

⑵‌�

水
簸
：
白
薩
摩
の
場
合
に
は
、
土
を
水
に
溶
か
し
て
沈
殿
さ
せ
た
も
の
を
集
め

乾
燥
す
る
工
程
を
繰
り
返
し
て
陶
土
を
作
る
。

⑶
成
形
：
手
ひ
ね
り
、
型
起
こ
し
、
ろ
く
ろ
成
形
な
ど
が
あ
る
。

⑷‌�

乾
燥
・
成
形
の
仕
上
：
概
ね
乾
燥
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
カ
ン
ナ
削
り
な
ど
で

形
を
整
え
る
。

⑸
乾
燥
：
天
日
等
で
乾
燥
さ
せ
、
水
分
を
抜
く
。

⑹‌�

素
焼
：
低
温
（
七
五
〇
～
八
五
〇
℃
）
の
窯
で
十
五
～
十
六
時
間
程
度
素
焼
き

す
る
。
素
焼
き
の
の
ち
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
、
表
面
の
ざ
ら
つ
き
を
落
と
し

な
め
ら
か
に
す
る
。

⑺
施
釉
：
白
薩
摩
の
場
合
に
は
透
明
の
釉
薬
を
用
い
る
。

⑻‌�

本
焼
：
一
、二
五
〇
度
程
度
で
十
二
時
間
以
上
焼
く
。
薩
摩
焼
の
窯
元
で
は
酸
化

炎
焼
成
、
還
元
炎
焼
成
の
両
技
法
を
使
い
分
け
て
い
る
。
白
薩
摩
に
特
徴
的
な

貫
入
は
焼
成
後
の
冷
却
過
程
で
表
れ
る
。

⑼‌�

上
絵
付
：
骨
描
き
（
線
書
き
）
の
の
ち
、
お
も
に
赤
、
緑
、
黄
、
紫
、
金
色
等

を
使
用
し
て
色
込
め
（
彩
色
）
を
行
う
。
色
込
め
後
、
七
二
〇
～
八
〇
〇
℃
で

六
時
間
程
度
焼
成
す
る
。金
で
彩
色
を
行
う
場
合
、上
絵
付
の
あ
と
に
金
描
き（
ま

た
は
金
盛
り
）
を
お
こ
な
い
、六
〇
〇
～
六
八
〇
℃
の
「
錦
手
窯
」
で
焼
成
す
る
。

⑽
仕
上
げ
：
窯
出
し
し
、
仕
上
げ
を
し
て
完
成
。

（
３
）‌�

同
時
代
的
に
は
「
明
山
薩
摩
」「
明
山
焼
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
、
欧
米
を
中
心
と
し
て
名

声
を
博
し
た
と
い
う
。
昭
和
十
一
年
三
月
、
明
山
の
養
子
恒
夫
が
記
し
た
「
故
藪 

明
山

事
業
履
歴
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
明
治
廿
一
年
工
場
ノ
狭
隘
ヲ
感
ジ
北
区
堂
島
中

弐
丁
目
ニ
移
転
シ
直
接
外
人
ニ
販
売
ヲ
開
始
ス
爾
来
増
々
研
究
ヲ
重
ネ
精
巧
緻
密
ノ
製
品

ヲ
出
ス
ニ
至
リ
海
外
ニ
明●

山●

薩●

摩●

焼●

ノ
名
声
ヲ
博
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」（
傍
点
筆
者
）
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（
４
）‌�

藪
明
山
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
月
二
十
日
、
大
坂
の
長
堀
に
生
ま
れ
た
。
本

名
を
政
七
と
い
い
、
父
は
淡
路
島
の
洲
本
出
身
の
南
画
家･

藪 

長
水
（
一
八
一
三
～

一
八
六
七
）
で
あ
る
。
藪
家
は
、
淡
路
島
の
福
良
（
現
在
の
南
あ
わ
じ
市
福
良
）
で｢

保

命
酒｣
と
い
う
酒
を
醸
造･

販
売
し
て
い
た
井
筒
屋
権
右
衛
門
家
の
分
家
で
、
長
水
の
父

は
儒
学
者
で
能
書
家
と
し
て
も
名
高
い
藪
鶴
堂
（
一
七
七
二
～
一
八
四
九
）
で
あ
る
。
明

山
は
七
歳
の
時
に
、
鶴
堂
の
生
家
で
あ
る
藪
助
左
衛
門
家
を
嗣
ぐ
こ
と
と
な
り
、
淡
路
島

洲
本
へ
と
渡
り
、
明
治
維
新
後
に
大
阪
へ
戻
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

四
月
か
ら
の
六
ヶ
月
間
、
明
山
は
東
京
で
薩
摩
焼
風
陶
器
の
絵
付
技
術
を
学
び
、
同
年
大

阪
市
北
区
中
之
島
二
丁
目
に｢
陶
器
描
画
場｣

を
開
い
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

に
は
、
堂
島
川
の
渡
辺
橋
北
側
、
大
阪
市
北
区
堂
島
中
二
丁
目
に
移
転
し
（「
大
阪
行
陶

器
調
帳
」（
明
治
二
十
二
年
第
一
月
よ
り
、
沈
家
伝
世
収
蔵
庫
蔵
に
次
の
よ
う
に
記
載
が

あ
る
。「
二
十
一
年
冬
よ
り
移
宅

大
阪
堂
島
中
二
丁
目

百
九
十
七
番
屋
敷

藪
政
七

殿
」）
本
拠
兼
住
居
と
し
て
、
鹿
児
島
や
京
都
か
ら
薩
摩
焼
あ
る
い
は
京
薩
摩
焼
の
素
地

を
取
り
寄
せ
、細
密
な
上
絵
付
を
施
し
て
欧
米
を
中
心
に
販
売
し
、大
い
に
成
功
を
収
め
た
。

（
５
）‌�

山
崎
剛
氏
は
「
藪
明
山
の
生
涯
」（『
近
代
博
覧
会
の
華 
藪
明
山
』、
洲
本
市
立
淡
路
文
化

史
料
館
編
・
発
行
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
藪
明
山
の
工
房
運
営
を
、
四
期
に
区
分

し
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
第
一
期
は
明
治
十
三
年
の
工
房
開
設
か
ら
移
転
ま
で
の
工
房

創
業
期
、
第
二
期
は
堂
島
へ
の
工
房
移
転
か
ら
明
治
三
十
年
ま
で
の
工
房
拡
大
期
、
第
三

期
は
明
治
三
十
年
か
ら
大
正
四
年
ま
で
の
安
定
期
、
第
四
期
は
大
正
四
年
か
ら
同
末
年
ま

で
の
終
焉
期
で
あ
る
。
筆
者
も
藪
家
文
書
（
後
述
）
の
内
容
や
作
品
の
作
風
、
明
山
自
身

の
履
歴
な
ど
か
ら
概
ね
こ
の
区
分
に
賛
同
し
て
い
る
。�

 

な
お
、
藪
明
山
の
詳
し
い
履
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
山
藪
政
七
履
歴
書
」（『
大
阪

歴
史
博
物
館 

研
究
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）‌�

政
七
の
曾
孫
に
あ
た
る
故
森
田
和
子
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵

「
全
国
主
要
都
市
戦
災
概
況
図
」
の
う
ち
「
戦
災
概
況
図
大
阪
」（
昭
和
二
十
年
十
二
月
作

成
、［
請
求
番
号
］
昭
４
６
総00176100

［
件
名
番
号
］072

、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
公
開
）
で
確
認
す
る
と
、
明
山
工
房
の
あ
っ
た
堂
島
中
二
丁
目
は
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
一
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
罹
災
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）‌�

中
川
千
咲
「
明
治
後
期
陶
磁
工
芸
の
一
動
向
」（『
美
術
研
究
』
第
二
四
〇
号
、
一
九
六
六

年
）
に
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
に
関
す
る
著
述
に
藪
明
山
の
名

が
見
え
る
も
の
の
、
具
体
的
な
言
及
は
な
い
。

（
８
）‌�

山
崎
剛
「
博
物
館
で
〝
忘
れ
ら
れ
た
近
代
〟
に
出
会
う
と
き
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
編
集
・

発
行
『
共
同
研
究
調
査
報
告
書
８
』、
二
〇
一
四
年
）

（
９
）‌�

山
崎
剛
「
博
物
館
で
〝
忘
れ
ら
れ
た
近
代
〟
に
出
会
う
と
き
」。
山
崎
氏
は
同
時
に
「
明

治
時
代
の
工
芸
品
が
、
も
っ
ぱ
ら
殖
産
興
業
政
策
の
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
、〝「
美
術
」

の
歴
史
〟
よ
り
も
、
分
野
ご
と
の
技
術
史
や
各
地
域
の
産
業
史
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て

き
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
存
在
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
作
家
や
作
品
が
、

殖
産
興
業
政
策
が
日
本
社
会
に
お
け
る
役
割
を
終
え
る
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
の

だ
。」
と
、
明
治
時
代
の
美
術
と
工
芸
を
め
ぐ
る
評
価
の
相
違
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

（
10
）‌�

山
崎
剛
「
博
物
館
で
〝
忘
れ
ら
れ
た
近
代
〟
に
出
会
う
と
き
」。
山
崎
氏
は
、「「
工
芸

家
た
ち
の
明
治
維
新
」
展
の
開
催
ま
で
も
う
四
か
月
余
り
と
な
っ
て
い
た
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
の
秋
」
に
横
浜
市
在
住
の
明
山
の
縁
戚
で
あ
る
Ｋ
氏
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
、

「
藪
明
山
」
と
い
う
陶
画
工
の
存
在
を
知
る
。
明
山
の
作
品
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
向

け
の
輸
出
作
品
で
あ
る
た
め
「
日
本
で
は
無
名
だ
が
欧
米
の
著
名
な
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ

て
お
り
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
市
場
で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
の
興
味
深
い
話

を
伺
っ
た
こ
と
を
契
機
に
「
工
芸
家
た
ち
の
明
治
維
新
」
展
な
ら
び
に
常
設
展
示
室
へ
の

作
品
展
示
を
お
こ
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
明
山
の
曾
孫
に
あ
た
る
Ｍ
氏
を
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
藪
明
山
工
房
の
作
品
な
ら
び
に
資
料
の

収
集
、
研
究
の
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。《
写
真
３
》
は
当
時
の
収
集
作
品
。

（
11
）‌�
こ
れ
ら
の
文
書
は
大
阪
歴
史
博
物
館
が
藪
家
の
子
孫
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
明
山
作
品
を
収

納
す
る
箱
内
か
ら
回
収
し
た
も
の
。
文
書
類
は
作
品
の
箱
を
埋
め
る
「
詰
め
物
」
と
し
て

偶
然
に
伝
来
し
た
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
内
容
は
極
め
て
断
片
的
で
あ
る
。
ま
た
、
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年
紀
が
な
く
記
録
時
期
が
判
然
と
し
な
い
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
内
容
の
精

査
に
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
慎
重
な
検
討
を
経
て
全
体
像
を
公
開

し
た
い
。

（
12
）‌�

明
山
が
下
絵
の
転
写
に
用
い
て
い
た
銅
版
に
つ
い
て
は
『
大
阪
市
立
博
物
館
館
蔵
資
料

集 

27 
藪
明
山
工
房
関
係
資
料
―
陶
器
上
絵
付
用
下
絵
銅
版
―
』（
大
阪
市
立
博
物
館
編
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
）
で
そ
の
全
容
を
公
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
概
ね
Ａ
５
版

ほ
ど
の
大
き
さ
の
銅
板
に
図
様
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
総
計
八
十
二
点
の
銅
版
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
お
お
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

    

日
本
の
風
俗･

伝
統
的
行
事
な
ど
を
あ
ら
わ
す
人
物
文
様

    

唐
美
人
図･

唐
子
図
文
様

    

日
本
の
風
景
を
描
い
た
山
水
図
文
様

    

写
生
的
な
花
鳥
文
様

    

四
季
の
草
花
に
取
材
し
た
植
物
文
様

    

幾
何
学
的
な
繰
り
返
し
文
様

    

縁
取
り
文
様

（
13
）‌�

藪
家
文
書
の
う
ち
、
創
業
当
時
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
「
帯
山
」
あ
る
い
は
「
光
山
」
へ

の
「
生
地
代
」
の
支
払
い
記
録
が
見
え
る
。「
帯
山
」「
光
山
」
は
と
も
に
京
都
粟
田
口
の

窯
元
で
、『
工
商
技
術

都
の
魁
』（
石
田
有
年
編
、
一
八
八
三
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
「
粟
田

陶
器
師

下
京
区
第
八
組
東
町
帯
山
与
兵
衛
」、「
陶
器
師

窯
元

粟
田

光
山

三
条
通
白
川
橋
東
四
丁
目

粟
田
社
鳥
居
前

内
本
小
一
郎
」
と
あ
る
。
詳
細
な
窯
の
位

置
は
藤
岡
幸
二
編
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』（
京
都
陶
磁
器
協
会
、
一
九
六
二
年
）
に
掲
載

の
「
明
治
４
０
～
４
５
年
頃
の
粟
田
附
近
窯
要
図
」
に
詳
し
い
。

（
14
）‌�

鹿
児
島
の
沈
家
伝
世
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
る
「
東
京
横
浜
西
京
大
坂
神
戸
注
文
品
留
」（
明

治
十
八
年
乙
酉
第
一
月
改
定
、
玉
光
山
陶
器
製
造
所

沈
壽
官
）
の
う
ち
、
一
月
二
十
五

日
の
記
事
で
確
認
で
き
る
。
本
史
料
は
、
捻
り
物
と
通
称
さ
れ
る
細
工
人
形
を
貼
り
付
け

た
花
瓶
素
地
の
発
注
記
録
で
、
頁
の
左
端
に
「
藪
政
七
」
の
名
が
見
え
て
お
り
、
こ
の
捻

り
物
の
発
注
者
が
藪
明
山
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
明
山
工
房
開
設
が
同
十
三
年
十
月
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
工
房
の
開
設
後
、
程
な
く
し
て
沈
壽
官
窯
と
の
取
引
が
成
立
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
史
料
に
つ
い
て
は
大
阪
歴
史
博
物
館
編
「
近
代
大
阪
職
人
図

鑑
」（
青
幻
社
、
二
〇
一
六
年
発
行
）
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
同
様
に
、

明
治
十
九
年
十
二
月
の
年
紀
が
あ
る
藪
家
文
書
に
は
沈
壽
官
に
壱
円
拾
壱
銭
を
支
払
っ
た

記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）‌�

山
崎
氏
は
「
藪
家
資
料
に
は
絵
付
用
銅
版
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
印

版
手
磁
器
の
よ
う
に
顔
料
を
器
面
に
転
写
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
銅
版
と
紙
と
黒

い
イ
ン
ク
を
用
い
て
図
案
の
輪
郭
を
器
面
に
写
し
、
上
絵
付
の
目
安
す
る
た
め
の
も
の
で
、

明
治
二
十
八
年
銘
の
香
炉
用
色
見
本
と
と
も
に
、
工
房
生
産
に
お
け
る
品
質
管
理
に
用
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。（
山
崎 

剛｢

大
阪
の
陶
画
工･

藪
明
山
と
そ
の
時

代｣

、
大
阪
市
立
博
物
館
編
・
発
行
『
特
別
陳
列 

浪
華
人
物
誌 

近
代
大
阪
の
陶
画
工 

藪 

明
山
』
所
収
、
一
九
九
四
年
）。
製
作
工
程
の
仮
説
は
、
山
崎 

剛｢

藪
明
山｣ 

（『
ナ
セ
ル

･

Ｄ･

ハ
リ
リ･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
海
を
渡
っ
た
日
本
の
美
術
―
第
５
巻 

陶
芸
篇
下
』
所
収
、

同
朋
社
、
一
九
九
五
年
）
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。�

 

か
つ
て
私
自
身
も
山
崎
氏
の
説
を
踏
襲
し
た
か
た
ち
で
『
藪
明
山
工
房
関
係
資
料
―
陶

器
上
絵
付
用
下
絵
銅
版
―
』（
大
阪
市
立
博
物
館
）
に
お
い
て
「
こ
れ
ら
の｢

陶
器
上
絵

付
用
下
絵
銅
版
（
以
下
、
下
絵
銅
版
）｣

は
、
い
わ
ゆ
る
印
判
手
磁
器
の
よ
う
に
顔
料
を

転
写
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
銅
版
の
図
案
を
紙
に
黒
イ
ン
ク
で
印

刷
し
た
の
ち
に
、
必
要
部
分
を
切
り
取
り
、
素
地
に
転
写
し
て
図
案
の
輪
郭
線
を
器
面
に

残
し
、
上
絵
付
の
目
安
と
す
る
た
め
に
用
い
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。

（
16
）‌�

印
判
手
は
型
紙
を
使
う
「
摺
絵
」、
銅
版
転
写
紙
を
使
う
「
銅
版
転
写
」
の
ほ
か
、
吹
絵
、

ゴ
ム
判
、
石
版
印
刷
な
ど
の
技
法
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
17
）‌�「
板
に
鉄
筆
で
文
様
を
描
き
酸
で
腐
食
す
る
、
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
チ
ン
グ
の
手
法
に
」
よ
っ

て
図
案
が
起
こ
さ
れ
、
転
写
紙
の
印
刷
は
「
陶
磁
器
用
絵
具
に
粘
質
の
草
根
や
グ
リ
セ
リ

ン
な
ど
を
混
ぜ
て
行
う
」
と
い
う
。
素
地
へ
の
転
写
は
「
印
刷
面
の
文
様
側
を
素
焼
き
し
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た
素
地
に
あ
て
、
紙
の
裏
面
に
湿
気
を
与
え
て
軽
く
こ
す
り
、
紙
を
は
が
し
て
絵
具
が
素

地
側
に
付
着
」
さ
せ
る
と
い
い
、日
本
で
の
同
技
法
で
の
絵
付
は
、「
19
世
紀
半
ば
に
瀬
戸
・

美
濃
地
方
で
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
量
産
の
特
質
を
生
か
す
ま
で
に
至
ら
ず
」
に
終

わ
っ
た
も
の
の
「
明
治
中
期
に
再
興
し
、
技
術
的
に
も
改
良
さ
れ
た
た
め
、
型
紙
絵
付
け

に
か
わ
る
量
産
む
き
技
法
と
し
て
各
地
の
磁
器
窯
で
流
行
し
た
」と
の
こ
と
で
あ
る
。（
鈴

田
由
紀
夫
「
や
き
も
の
の
技
法V

O
L.3

印
版
（
３
）
―
銅
版
絵
付
け
―
」、
佐
賀
県
立

九
州
陶
磁
文
化
館
編
・
発
行
『
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
報

セ
ラ
ミ
ッ
ク
九
州
』
第

三
号
、
一
九
八
二
年
）

（
18
）‌�

湯
浅
哲
夫
氏
な
ら
び
に
湯
浅
け
い
子
氏
寄
贈
の
湯
浅
夫
妻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
平
成
二
十
九

年
（
二
〇
一
七
）
度
に
一
、一
一
九
点
が
、
橋
本
忠
之
寄
贈
の
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
度
に
一
、一
二
九
点
が
寄
贈
さ
れ
た
。

（
19
）‌�

大
阪
・
瀬
戸
物
町
の
陶
器
商
で
あ
る
つ
ぼ
善
商
店
店
主
の
御
崎
正
之
氏
よ
り
記
事
の
提
供

を
受
け
た
。『
陶
業
時
報
』
は
つ
ぼ
善
商
店
の
御
崎
善
右
衛
門
に
よ
っ
て
明
治
三
十
九
年

か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
陶
磁
器
業
界
新
聞
。

（
20
）‌�

村
上
吉
次
郎
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
も
の
の
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
刊
行
の

乙
葉
宗
兵
衛
編
『
西
京
人
物
志
』
の
「
銅
鐫
師
」
の
項
に
、「
村
上
吉
次
郎

下
京
區

第
十
八
組
東
洞
院
松
原
南
」
と
あ
る
こ
と
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
刊
行
、
村
上
吉
次

郎
著
「
豊
田
神
納
御
列
記
」
の
奥
書
に
「
下
京
區
第
十
八
組
大
江
町
五
百
五
十
七
番
地
」

の
住
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
年
代
に
は
同
所
を
本
拠
と
し
て
銅
鐫
師
と
し
て
の
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
活
動
の
始
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
は

な
い
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
刊
行
の
「
銅
鐫
内
国
略
指
図
」（
太
田
屋
顕
編
）
の

銅
鐫
師
が
村
上
吉
次
郎
で
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
は
銅
鐫
師
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
21
）‌�

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
「
村
上
造
」
作
品
は
い
ず
れ
も
小
皿
で
、
大
阪
造
幣
局

図
、
大
阪
城
内
乗
馬
図
、
大
阪
住
吉
大
社
図
、
大
阪
豊
国
神
社
と
浪
華
橋
図
、
川
蒸
気
と

天
神
橋
図
、
大
阪
桜
宮
図
の
六
点
が
大
阪
名
所
を
描
い
た
も
の
。
ほ
か
に
京
都
清
水
寺
図
、

京
都
嵐
山
図
、
神
戸
湊
川
神
社
図
二
点
、
近
江
石
山
寺
図
、
近
江
竹
生
島
図
が
あ
る
。
橋

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
橋
本
忠
之
著
『
近
代
の
い
ん
ば
ん
手

そ
の
意
匠
と
時

代
背
景
』（
天
空
舎
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
22
）‌�

村
田
理
如
監
修
『
清
水
三
年
坂
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
』（
清
水
三

年
坂
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
。

（
23
）‌�

そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
は
、（
一
）【
藪
家
文
書（2

）-01

】が
七
十
九
銭
を「
若
林
長
英
」に
支
払
っ

た
記
録
、（
二
）【
藪
家
文
書
（2

）-02

】
に
は
受
取
主
の
記
載
は
な
い
が
「
ど
を
ば
ん
五
枚
」

の
代
金
と
し
て
「
金
十
円
」
を
受
け
取
っ
た
記
録
、（
三
）【
藪
家
文
書
（2

）-12

】
は
（
一
）

と
同
じ
く
「
若
林
長
英
」
が
「
金
五
円
」
を
受
け
取
っ
た
記
録
で
あ
る
。

（
24
）
同
じ
書
式
で
書
か
れ
た
文
書
に
年
月
の
記
載
が
あ
る
。

【
藪
家
文
書
（2

）-23

】

使
用
期
限
附
簿

右
之
通
相
違
ハ
無
之
候
也

（
印
）（
印
：
逢
澤
）

                

藪
政
七
（
印
）

（
印
）

（
印
）

（
印
）

十
銭
印
紙

五
銭
印
紙

五
銭
印
紙

此
帳
簿
附
込
期
限

明
治
十
九
年
十
二
月
よ
り

仝
廿
年
十
一
月

                

藪
政
七
（
印
）

【
藪
家
文
書
（2

）-21

】

（
印
）

（
印
）
使
用
期
限
附
込
済

右
之
通
候
也

十
銭
印
紙

十
銭
印
紙

藪
政
七
（
印
）

此
帳
簿
附
込
期
限
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明
治
廿
年
二
月
よ
り

廿
一
年
十
一
月
迠

（
25
）‌�
島
屋
政
一
『
日
本
版
画
変
遷
史
』（
大
阪
出
版
社
、
一
九
三
九
年
）。
な
お
、
西
村
貞
『
日

本
銅
版
畫
志
』（
書
物
展
望
社
、
一
九
四
一
年
）
に
も
若
林
長
英
の
活
動
に
関
す
る
概
報

が
あ
る
。
ま
た
、
北
浜
の
高
池
氏
と
は
、
両
替
や
質
屋
な
ど
を
経
営
し
た
高
池
三
郎
兵
衛

と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）‌�

大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
下
絵
用
銅
版
の
な
か
に
は
、
他
の
印
刷
物
の
版
と
し
て
用
い
ら

れ
た
銅
版
の
裏
面
を
活
用
し
た
例
が
あ
り
、
酒
屋
の
広
告
ら
し
き
版
の
一
部
に
「
大
阪

北
區
□
□
製
版
所
」
と
読
め
る
記
載
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
郡
区
町
村
編
制
法

施
行
に
よ
り
、
行
政
区
と
し
て
の
「
北
区
」
が
発
足
し
た
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
以

降
の
発
注
と
想
定
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
銅
版
の
明
確
な
製
作
年
代
お
よ
び
発
注
先
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

（
27
）‌�「
藪
家
文
書
」
に
、
素
地
の
購
入
先
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
京
都
粟
田
口
の
帯
山
窯
と

光
山
窯
、
の
ほ
か
、
鹿
児
島
の
沈
壽
官
窯
で
あ
る
。

（
28
）‌�

明
山
工
房
に
お
け
る
工
房
主
・
明
山
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
藪 

明
山
〝
ア
ー

ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〟
論
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
近
代
大
阪
職
人
図
鑑
』
青
幻
社
、

二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、
藪
明
山
は
自
ら
筆
を
執
る
陶
画
工
の
ひ
と
り
と
し
て
工
房
を

経
営
し
た
の
で
は
な
く
、
経
営
と
販
売
の
み
に
専
念
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
窯
業
の
先
駆

け
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

（
29
）‌�「
藪
家
文
書
」
の
分
析
に
よ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
報
告
す
る
。

（
30
）‌�

か
つ
て『
藪
明
山
工
房
関
係
資
料
―
陶
器
上
絵
付
用
下
絵
銅
版
―
』（
大
阪
市
立
博
物
館
編
）

に
お
い
て
、
明
山
工
房
伝
来
の
銅
版
に
つ
い
て
、
主
た
る
彫
刻
技
法
を
エ
ン
グ
レ
ー
ビ
ン

グ
（engraving

）
と
し
た
が
、今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
主
た
る
彫
刻
技
法
は
エ
ッ

チ
ン
グ
（ething

）
と
改
め
た
い
。

（
31
）
二
〇
二
〇
年
三
月
十
一
日
に
調
査
を
実
施
し
た
。

（
32
）‌�

コ
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
お
も
に
石
版
印
刷
に
用
い
る
用
紙
で
、
薄
葉
紙
（
当
時
は
薄
い
和
紙

か
）に
糊
を
塗
っ
た
も
の
。 

図
案
を
版
に
転
写
す
る
た
め
に
用
い
た
。
利
根
山
光
人
は「
版

画
の
技
法
」（
一
九
六
四
年
、
美
術
出
版
社
）
の
な
か
で
「
コ
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
は
簡
単

に
い
え
ば
紙
の
上
に
糊
を
塗
っ
た
も
の
で
、
こ
の
糊
で
光
っ
た
方
の
紙
面
に
絵
を
描
く
。」

ま
た
こ
の
コ
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
「
用
途
が
お
免
状
の
文
字
や
図
案
用
に
で
き
て
い
る
た
め
、

薄
く
て
絵
を
描
く
の
に
適
さ
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
33
）‌�

熊
田
氏
よ
り
の
教
示
に
よ
り
実
見
す
る
こ
と
を
得
た
若
林
が
手
が
け
た
書
籍
に
は
印
刷
所

と
し
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

島
次
三
郎
著
『
文
部
省
新
刊
小
学
懸
図

博
物
教
授
法

巻
一
』（
明
治
九
年
）：「
大

阪

春●

水●

堂●

銅
製
」「
大
阪
府
下

春●

水●

堂●

銅
製
」

島
次
三
郎
著
『
文
部
省
新
刊
小
学
懸
図

博
物
教
授
法

巻
二
』（
明
治
九
年
）：

「
春●

水●

堂●

鉄
筆
」

堀
内
正
路
著
『
千
家
正
流

茶
の
湯
客
乃
心
得
』（
明
治
十
七
年
）：「
大
阪
浪
花
橋

南
畔

若●

林●

長●

英●

銅●

版●

部●

刻
」

関
遂
軒
編
『
初
学
捷
径

記
伝
論
説
作
例
大
全
』（
明
治
十
七
年
）：「
若●

林●

刻
」�

‌�

こ
れ
ら
に
よ
る
と
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
「
大
阪
浪
花
橋
南
畔
」
に
て
「
若

林
長
英
」
の
名
で
銅
版
印
刷
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
、明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
「
春

水
堂
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
実
態
が
判
明
す
る
。

註
に
明
記
し
て
い
な
い
が
、
以
下
の
書
籍
を
参
照
し
た
。

・‌�

熊
田
司
・
橋
爪
節
也
編
『
森
琴
石
作
品
集
』
東
方
出
版
、
二
〇
一
〇
年 

・‌�

藤
岡
幸
二
編
『
京
焼
百
年
の
歩
み
』、同
書
付
録
『
京
都
陶
磁
器
説
并
図 （
縮
写
翻
刻
版
）』

京
都
陶
磁
器
協
会
、
一
九
六
二
年

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
銅
版
印
刷
に
関
わ
る
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
熊
田
司
氏
、
輸
出

薩
摩
焼
に
関
す
る
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
深
港
恭
子
氏
、
藪
家
文
書
の
翻
刻
を
担
当
い
た
だ

き
ま
し
た
井
上
幸
子
氏
、『
陶
業
時
報
』
の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
御
崎
正
之
氏
、
藪
明
山
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作
品
な
ら
び
に
明
山
工
房
関
係
の
史
資
料
を
ご
恵
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
藪
家
の
ご
子
孫
の
皆
様

に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

本
稿
は
、JSPS

科
学
研
究
費19K

00209

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

《写真２》藪恒夫肖像（大阪歴史博物館蔵）《写真３》十二ヶ月風俗図丼（大阪歴史博物館蔵）

《写真１》藪明山こと政七肖像（大阪歴史博物館蔵）
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《写真４》「下絵付胴張型素地」 
（資料Ａ、大阪歴史博物館蔵）

《写真５》「下絵付素地」 
（資料Ｂ、大阪歴史博物館蔵）

《参考》藪家に伝来した素地

《写真６》「下絵付胴張型素地」 
（資料Ｃ、大阪歴史博物館蔵）購入品
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《写真７》下絵銅版（部分）とその印刷紙（部分）（ともに大阪歴史博物館蔵）

《写真８》素地の拡大写真１

《写真９》素地の拡大写真２

（印刷紙） （銅版）
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《写真10》陶器工業 ｢陶器取締｣ 木札（大阪歴史博物館蔵）
（裏面） （表面）

《写真11》村上昇進堂作品のひとつ「大阪城」 
（大阪歴史博物館蔵）

《写真12》「大阪城」の「村上造」銘 
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《写真13》「大阪城」の転写面（拡大）

《写真14》 
【藪家文書（2）-01】部分

《写真15》 
【藪家文書（2）-02】部分

《写真16》 
【藪家文書（2）-12】部分
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YABU Meizan, a “Pottery-Painter,” and His Creation
―Investigation of the technique used  

by Meizan to transfer a design onto Pottery―

NAKANO Tomoko

This paper presents my tentative assumption on what technique YABU Meizan, a potter painter, used to transfer a 

sketch onto pottery. YABU Meizen was a pottery-painter who ran the Satsuma ware studio in Osaka. The primary sources 

used for the study were YABU Meizen’s works in a collection at Osaka Museum of History, the groundwork which the 

sketches were transferred, and the copperplates which were used to transfer the sketch onto potteries, both of which were 

left at his studio, and lastly, the historical documents obtained from the YABU family. From the historical documents, 

the role of “WAKABAYASHI Chohei”, in relation to the pottery painter became clearer, and how they procured the 

copperplates have also come to light.


